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主要事業一覧 〔 １ - ３ 頁 〕

第４次与那国町総合計画に基づいた令和4年度実施事業一覧

主要施策の成果に関する報告書 〔 １ - 58 頁 〕

成果報告事業名 番号 担当課名

どぅなんファンド事業費 1 企画財政課

地域振興対策事業 2 企画財政課

特産品アピール力強化事業 3 企画財政課

与那国町誘客促進活性化事業 4 企画財政課

優良牛繁殖雌牛導入事業 5 産業振興課

さとうきび優良種苗安定確保事業 6 産業振興課

農地中間管理事業 7 産業振興課

農業資材価格高騰緊急支援助成事業 8 産業振興課

令和４年度さとうきび採苗圃設置負担助成事業 9 産業振興課

与那国町糖業体制強化事業寄宿舎外交工事 10 産業振興課

農業次世代人材投資事業 11 産業振興課

中山間地域等直接支払事業 12 産業振興課

農業水路等長寿命化・防災減災事業（立田神地区）繰越 13 まちづくり課

南帆安地区土地改良事業 14 まちづくり課

離島漁業再生支援交付金事業 15 産業振興課

健康づくり推進事業 16 長寿福祉課

結核検診事業 17 長寿福祉課

がん検診事業 18 長寿福祉課

診療所事業 19 長寿福祉課

離島患者等通院支援助成金 20 長寿福祉課

与那国町すこやか子育て支援事業 21 長寿福祉課

少子高齢者医療支援事業 22 長寿福祉課

老人クラブ助成事業 23 長寿福祉課

老人保護措置事業 24 長寿福祉課

敬老事業 25 長寿福祉課

家庭学習支援モデル事業 26 教育委員会

教育諸活動助成事業 27 教育委員会

外国語教育強化事業 28 教育委員会

学校ICT教育環境整備事業 29 教育委員会

学校教育用無線LAN整備事業 30 教育委員会

目　　　　次
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主要施策の成果に関する報告書 　■前項より続き

成果報告事業名 番号 担当課名

与那国町立学校各種検定受験料補助事業 31 教育委員会

学校給食完全無償化事業 32 教育委員会

与那国町大谷彰宏給付型奨学金 33 教育委員会

キッズサッカー巡回指導 34 教育委員会

少年陸上競技選手権大会 35 教育委員会

町営図書室事業 36 教育委員会

地域国際交流事業 37 教育委員会

姉妹都市交流事業 38 企画財政課

与那国町国境交流結節点化推進事業費 39 企画財政課

与那国町地域おこし協力隊地域活性化推進事業 40 企画財政課

移住定住推進事業 41 企画財政課

公共交通路線支援事業 42 企画財政課

祖納部落内線道路改良事業 43 まちづくり課

危険道路改修対策事業 44 まちづくり課

道路橋梁長寿命化対策事業 45 まちづくり課

樽舞1号線外2道路改良事業（繰越） 46 まちづくり課

使用済自動車リサイクル離島対策事業 47 まちづくり課

廃家電4品目リサイクル離島対策事業 48 まちづくり課

非常備消防費 49 総務課

災害対策事業 50 総務課

与那国島歴史文化交流資料館事業 51 教育委員会

与那国方言保存継承事業 52 教育委員会

島仲遺跡発掘調査支援業務委託事業 53 教育委員会

ふるさと寄附（納税）対策事業 54 企画財政課

広報誌発行 55 企画財政課

テレワーク環境整備事業委託業務 56 企画財政課

令和首里城復興イベント与那国フェスティバル 57 総務課

第５次与那国町総合計画策定支援業務 58 企画財政課

目　　　　次
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第４次与那国町総合計画に基づいた
令和4年度実施事業一覧



＊下段()は、成果報告書の区分を表示

基本計画 基本目標 実施事業名称 担当課 成　果

（施策名） （事項名） （事業名） （課名） 報告頁

100人の雇用創出
　(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ100)

どぅなんファンド事業費 企画財政課 1

地域振興対策事業 企画財政課 2

与那国島特産品アピール力強化事業 企画財政課 3

与那国町誘客促進活性化事業 企画財政課 4

畜産業の振興 優良牛繁殖雌牛導入事業 産業振興課 5

さとうきび優良種苗安定確保事業 産業振興課 6

農地中間管理事業 産業振興課 7

農業資材価格高騰緊急支援助成事業 産業振興課 8

令和４年度さとうきび採苗圃設置負担助成
事業

産業振興課 9

与那国町糖業体制強化事業寄宿舎外交工
事

産業振興課 10

農業次世代人材投資事業 産業振興課 11

中山間地域等直接支払事業 産業振興課 12

農業水路等長寿命化・防災減災事業（立田
神地区）繰越

まちづくり課 13

南帆安地区土地改良事業 まちづくり課 14

水産業の振興 離島漁業再生支援交付金事業 産業振興課 15

健康づくり推進事業 長寿福祉課 16

結核検診事業 長寿福祉課 17

がん検診事業 長寿福祉課 18

診療所事業 長寿福祉課 19

離島患者等通院支援助成金 長寿福祉課 20

子育て支援の充実 与那国町すこやか子育て支援事業 長寿福祉課 21

子育て支援の充実 少子高齢者医療支援事業 長寿福祉課 22

老人クラブ助成事業 長寿福祉課 23

老人保護措置事業 長寿福祉課 24

敬老事業 長寿福祉課 25

農業の振興

癒やしと安心
のまち

地域医療・社会福祉の充実

安心して暮らせ
る医療・福祉の

充実

いきいきと
働けるまち

観光・サービス産業の振興

島の活力と定
住人口を維持
するための産
業振興の推進

第４次与那国町総合計画に基づいた令和4年度実施事業一覧

目標達成の柱

広域的な医療体制の維持

高齢者福祉の充実

事業一覧－1



＊下段()は、成果報告書の区分を表示

基本計画 基本目標 実施事業名称 担当課 成　果

（施策名） （事項名） （事業名） （課名） 報告頁

第４次与那国町総合計画に基づいた令和4年度実施事業一覧

目標達成の柱

家庭学習支援モデル事業 教育委員会 26

教育諸活動助成事業 教育委員会 27

外国語教育強化事業 教育委員会 28

学校ICT教育環境整備事業 教育委員会 29

学校教育用無線LAN整備事業 教育委員会 30

与那国町立学校各種検定受験料補助事業 教育委員会 31

学校給食費無償化事業 教育委員会 32

与那国町大谷彰宏給付型奨学金 教育委員会 33

キッズサッカー巡回指導 教育委員会 34

少年陸上競技選手権大会 教育委員会 35

町営図書室事業 教育委員会 36

国際交流の推進 地域国際交流事業 教育委員会 37

八重山圏と一体となった観
光施策の拡充

※観光総務費、企画費等に含めて対応 企画財政課 -

県内における観光受け入
れ体制の充実

※観光総務費、企画費等に含めて対応 企画財政課 -

伝統文化を体験する場づく
り

※観光総務費、企画費等に含めて対応 企画財政課 -

姉妹都市交流事業 企画財政課 38

与那国町国境交流結節点化推進事業費 企画財政課 39

島内情報発信体制の確立 ※観光総務費、企画費等に含めて対応 企画財政課 -

情報通信技術を活用した島
外応援団の拡大

※観光総務費、企画費等に含めて対応 企画財政課 -

体験型の就業機会の充実
＊農業振興費及び水産振興費等に含めて
対応

産業振興課 -

良質な公営住宅の整備 - -

与那国町地域おこし協力隊地域活性化推
進事業

企画財政課 40

移住定住推進事業 企画財政課 41

与那国空港の拡充
※空港管理・空港ターミナル管理費等に含
めて対応

空港課 -

祖納港の改修整備 ※港湾管理費等に含めて対応 まちづくり課 -

癒やしと安心
のまち

UIターン施策
の充実

人材を育て・
つなぐ交流の

まち

広域連携によ
る交流・観光
の推進

国際交流の推進

情報通信技術
を活用した島内
外交流ネット
ワークの確立

人材を育て・
つなぐ交流の

まち

島の未来を担
う地域・人づく
りの推進

義務教育の充実

社会教育の充実

その他

島外との交流を
支える基盤の充
実

事業一覧－2



＊下段()は、成果報告書の区分を表示

基本計画 基本目標 実施事業名称 担当課 成　果

（施策名） （事項名） （事業名） （課名） 報告頁

第４次与那国町総合計画に基づいた令和4年度実施事業一覧

目標達成の柱

バランスの取れた土地利
用の推進

※企画費等に含めて対応 企画財政課 -

多自然を活かした河川空
間の整備

※河川管理費等に含めて対応 まちづくり課 -

集落景観の保存・整備 ※土木管理費等に含めて対応 まちづくり課 -

公共交通路線支援事業 企画財政課 42

祖納部落内線道路改良事業 まちづくり課 43

危険道路改修対策事業 まちづくり課 44

道路橋梁長寿命化対策事業 まちづくり課 45

樽舞1号線外２道路改良事業（繰越） まちづくり課 46

上水道・集落排水等
の整備改善

※環境衛生費、水産振興費等に含めて対
応

まちづくり課 -

廃棄物処理施設の整備 ※環境衛生費に含めて対応 まちづくり課 -

使用済自動車リサイクル離島対策事業 まちづくり課 47

廃家電4品目リサイクル離島対策事業 まちづくり課 48

未利用エネルギー・再生可能エ
ネルギーの活用推進

※環境衛生費等に含めて対応 まちづくり課 -

非常備消防費 総務課 49

災害対策事業 総務課 50

海洋環境の保全 ※海浜浄化対策費等に含めて対応 産業振興課 -

海洋の安全の確保 ※水産振興費等に含めて対応 産業振興課 -

国境離島として連携・支援
体施策の推進

※企画費及び観光総務費等に含めて対応 企画財政課 -

与那国島歴史文化交流資料館事業 企画財政課 51

与那国方言保存継承事業 教育委員会 52

島仲遺跡発掘調査支援業務委託事業 教育委員会 53

住民自治の推
進と地域コミュ
ニティの活性化

住民と行政の協働によるまち
づくりの推進

※企画費等に含めて対応 企画財政課 -

行財政改革の
推進

自主財源の確保 ふるさと寄附（納税）対策事業 企画財政課 54

経常的な業務等を主とす
る事業

広報誌発行 企画財政課 55

新型コロナウィルス感染症
対策

テレワーク環境整備事業委託業務 企画財政課 56

令和首里城復興イベント与那国フェスティ
バル

総務課 57

第５次与那国町総合計画策定支援業務 企画財政課 58

海を守り、支
えるまち

安全・安心に
暮らせる島づく
りの推進

その他

伝統文化に
支えられた
自治と自律
のまち

その他その他

道路・交通
ネットワークの整備

循環と共生の
まち

『健やかな自
然・人・生活環
境を育む島』
を実現する環
境循環システ
ムの確立

適正な土地利
用の推進

ゴミの減量・リサイクルの
推進

与那国の伝統文化の継承
与那国の伝統
文化の継承

防災体制の整備・拡充

人と環境にやさし
い生活基盤の維
持・充実

事業一覧－3



令和4年度

主要施策の成果に関する報告書



単位：千円

款 番号 7

項 番号 1

目 番号 2

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

1,630 1,234 1,234

・雇用につながる地域ビジネスの創出に向けて、

町内企業への出資及び助成

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

事
業
の
成
果

令和４年度は、どぅなん活性化事業支援助成制度の対象者が１事業者、どぅなんまちづくり活性化事業支
援助成制度の対象者が１事業者。令和３年度に採択された２事業者ともに前年度より事業を継続し、２年
目の活動を助成。

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

小規模事業者及び各任意団体等の活動への補
助

「どぅなんまちづくり活動支援助成制」

・与那国固有の文化・歴史の再生と確立

・町民の内発的なまちづくり

（福祉・防災・伝統文化・芸能）

「どぅなん活性化支援助成制度」

商工費

施 策 名 いきいきと働けるまち 商工費

事 項 名 100人の雇用創出（プロジェクト１００） 商工業振興費

課 名 企画財政課 課長名 田島　忠幸 予

算

科

目

令和4年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 どぅなんファンド推進事業 作成者名 杉本　佳奈

与那国町

1,234千円

34千円 ホームページ保守料
株式会社ダイズカンパニー

どぅなん活性化事業支援助成

1,000千円

どぅなんまちづくり

活性化事業支援助成

200千円

株式会社 ルアナガーデン

ＴＧＭ films

報告書 - 1



単位：千円

款 番号 2

項 番号 6

目 番号 1

令和4年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 地域振興対策事業 作成者名 杉本　佳奈

総務費

施 策 名 いきいきと働けるまち 沖縄振興特別推進交付金

事 項 名 観光・サービス産業の振興 観光振興費

課 名 企画財政課 課長名 田島　忠幸 予

算

科

目

意図（どういう状態にしたいのか）

　・観光客・与那国町民に対して
与那国町２大イベントへを開催し、イベントへの参加者
及び観光客の誘致を図ると共に地域振興・活性化を
促進する。

事
業
の
成
果

新型コロナウイルスの影響で、両大会共に２年連続中止・延期となっていたが、時間短縮の規模縮小では
あるものの開催することができた。規模縮小に伴う参加者の減少対策として、日中のイベントを増やした
り、感染対策に力を入れるなど工夫しての開催となった。マラソン大会においては、前回実施より参加者が
約5割程度となったが、カジキ釣り大会の参加者は2019年大会よりも増え、地域の活性化につながっ
た。

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を）

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

13,000 9,980 7,984 1,996

与那国町
9,980千円

補助金
9,980千円

第３３回
日本最西端与
那国島国際カ
ジキ釣り大会
実行委員会補
助金

7,000千円

第28回
日本最西端与那
国島一周マラソ
ン大会実行委員
会補助金

2,980千円

第33回日本最西端与那国島国
際カジキ釣り大会に係る補助
金
需用費・役務費・備品購入費
など

第28回日本最西端

与那国島一周マラソン大会に係

る補助金

需用費・役務費・備品購入費な

報告書 - 2



単位：千円

款 番号 2

項 番号 6

目 番号 1

令和4年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 特産品アピール力強化事業 作成者名 杉本　佳奈

総務費

施 策 名 いきいきと働けるまち 沖縄振興特別推進交付金

事 項 名 観光・サービス産業の振興 観光振興費

課 名 企画財政課 課長名 田島　忠幸 予

算

科

目

意図（どういう状態にしたいのか）

　与那国町の特産品を取り扱う業者
沖縄県の離島地区に位置する与那国町の特産品を
島外にPRし、売り上げの増加及び販路の開拓をした
い

事
業
の
成
果

新型コロナウイルスの影響が緩和されはじめ、徐々に業者自ら島外で出展できる機会が増えた。令和４年
度においては、与那国町が映画のロケ地となった事での話題性を活かし、映画となったDr.コトー診療所
のグッズの作成・販売を行い、今まで開催したことのない那覇メインプレイスやららぽーと甲子園（兵庫
県）での物産展を開催する等新たな経験ができた。

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を）

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

8,000 5,734 4,587 1,147

与那国町
5,734千円

商工会へ
補助金

5,734千円

与那国町商工会
5,734千円

・町内事業者へ向けた
講習会の開催などに
係る補助金

・県内外出展に係る
補助金
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単位：千円

款 番号 2

項 番号 6

目 番号 1

令和4年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 誘客促進活性化事業 作成者名 杉本　佳奈

総務費

施 策 名 いきいきと働けるまち 沖縄振興特別推進交付金

事 項 名 観光・サービス産業の振興 観光振興費

課 名 企画財政課 課長名 田島　忠幸 予

算

科

目

意図（どういう状態にしたいのか）

・観光客を対象として
観光客の誘致・リピーター・与那国ファンの増加を目
指し、与那国町の観光アピールを行う。観光客の増加
により、地域経済の活性化させたい

事
業
の
成
果

３年ぶりに開催された与那国フェア（観光・物産と芸能フェア）は、悪天候のため期間短縮での開催となっ
た。芸能講演・馬との記念撮影等は開催できず、プログラム内容にも変更があったが、会場となったタイム
スビルの飲食店とコラボ商品を出すなど新しい企画にも挑戦できた。令和４年度は与那国町が映画のロ
ケ地になった話題性を活かし、県内はしかり、初参加のアイランダー等県外にも誘客につながるアピール
をすることができた。

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を）

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

16,000 11,544 9,235 2,309

与那国町
11,544千円 補助金

11,544千円

与那国島観光物産
フェア実行委員会

4,940千円

（一社）八重山ビ
ジターズビュー

ロー
6,604千円

・誘客促進活性化事業
補助金

・誘客促進活性化事業補
助金
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単位：千円

款 番号 2

項 番号 6

目 番号 2

令和4年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 優良牛繁殖雌牛導入事業 作成者名 小嶺長典

総務費

施 策 名 いきいきと働けるまち 沖縄特別推進交付金

事 項 名 畜産業の振興 農林水産振興費

課 名 産業振興課 課長名 小嶺　長典 予

算

科

目

意図（どういう状態にしたいのか）

 和牛生産農家を対象とし、雌牛購入費用の１／
２以内及び１頭当たり6００千円を上限として助成
すると共に町単独支援として、1頭あたり200千
円の助成を行った。

優良母牛から産まれた子牛の価格は安定しているこ
とから、優良母牛を増やすとともにその母牛から産ま
れた自家保留母牛の増頭を図り、畜産農家経営の安
定化に向け取り組む。

事
業
の
成
果

　優良繁殖雌牛導入により今後子牛価格の市場価格が上昇し、生産農家の意欲及び繁殖生産基盤の
強化を図り経営安定が期待できる。
　当初導入目標数は３０頭であったが、希望者増により３３頭が導入された。

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を）

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

19,800 13,585 10,868 2,717

与那国町

13,585千円

沖縄県

農業協同組合

13,585千円補助金13,585千円

優良繁殖雌牛導入事業

農家

導入牛

受益者負担分

交付対象外17,832千円

（１頭あたり1/2補助）
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単位：千円

款 番号 6

項 番号 1

目 番号 3

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

令和4年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 令和４年度さとうきび優良種苗安定確保事業 作成者名 小嶺長典

農林水産費

施 策 名 いきいきと働けるまち 農業費

事 項 名 農業の振興 農業振興費

課 名 産業振興課 課長名 小嶺長典 予

算

科

目

960 875

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

85

さとうきびの種苗伝染性病害の抑制及び品種構
成の改善を目的に、農家に対して原苗圃の設置
委託を実施し、さとうきびの生産を図る。

令和４年度夏植えさとうきび原苗圃に係る事業の実
施をさとうきび振興対策室に委託し、採苗圃へ苗供給
元として原苗圃を確保する。

事
業
の
成
果

本事業の実施により、優良種苗の安定確保が図られ、計画的な植付及び新規奨励品種の早期普及に寄
与した。

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

963

与那国町

960千円

沖縄県

875千円

きび対策室

960千円

各委託者

960千円

委託者(4農家)

60a(4筆)×16,000円/a

６品種

Ni15,Ni24,Ni26,Ni27,RK97-14,
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単位：千円

款 番号 6

項 番号 1

目 番号 3

・ 出し手の掘り起こし

・ 借受者貸付者との交渉

・ 貸付農地の利用状況の作成支援、現地確認

・ 農地所有者へ機構を通した貸付の推奨

・ 農業者へ機構を通した借受の推奨

実施状況

・ 農地の借受（受け手）希望者実積　　１件　 8,856㎡

・ 農地の貸付（出し手）希望者実績    ６件

・ 機構への貸付実績（出し手⇒機構）　２件　

・ 機構への転貸実績（機構⇒受け手）　１件　8，856

令和4年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 農地中間管理事業 作成者名 上原千代子

事
業
の
成
果

　農地の貸借契約の終期を迎え継続により農用地の賃借権相続人として継承することが出来ました。

農林水産費

施 策 名 いきいきと働けるまち 農業費

事 項 名 産業の振興 農業振興費

課 名 産業振興課 課長名 小嶺　長典 予

算

科

目

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

 １４，１０８㎡

 １４，１０８㎡

  8，856㎡

  8，856㎡

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

・農地所有者　　　・耕作者
　農地所有者と耕作者トラブル発生防止、農地の活用
（集積・集約化）を推進する。

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

330 6 0 6
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単位：千円

款 番号 6

項 番号 1

目 番号 3

令和4年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 農業資材価格高騰緊急支援助成事業 作成者名 小嶺長典

課長名 小嶺長典 予

算

科

目

地方債 その他

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

農林水産費

施 策 名 いきいきと働けるまち 農業費

事 項 名 農業の振興 農業振興費

課 名 産業振興課

　
　助成を行うことにより各農家の負担を軽減する。
※助成額
(1) 肥料は対象品目に対し一律500円
(2) 配合飼料は対象品目に対し一律300円
(3) 単味飼料は対象品目に対し一律300円
　　　但し、ヘイキューブについては500円

4,775

本事業の実施により、耕畜農家の肥料及び飼料等資材の購入に対する負担軽減につながった。

予算執行
状況

予算額

6,000 4,775

事
業
の
目
的

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

農業生産の現場では、円安や燃料価格高騰に加
えてウクライナ情勢など激動する国際情勢の影響
により農業生産資材のかつてない価格高騰が続
いており、中でも肥料・飼料価格について品目に
よっては１年間で２倍以上になるなど最も影響を
受け、この状況が続くと農業生産の維持に多大な
影響を及ぼす恐れがあることから、肥料及び飼料
資材の購入する各農家に対して緊急避難的に予
算の範囲内で助成することを目的とする。

事
業
の
成
果

決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 一般財源

与那国町

4,775千円

各農家

4,775千円

申請(60農家、団体)

肥料

ＢＢ５００、ＢＢ８６６、尿素、硫安

飼料

牛強者、バルキー類、ちゅら、

ヘイキューブ、フスマ、トウモロコシ、

天日ｱﾙﾌｧﾙﾌｧ
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単位：千円

款 番号 6

項 番号 1

目 番号 3

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

令和4年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 令和４年度さとうきび採苗圃設置負担助成事業 作成者名 小嶺長典

農林水産費

施 策 名 いきいきと働けるまち 農業費

事 項 名 農業の振興 農業振興費

課 名 産業振興課 課長名 小嶺長典 予

算

科

目

2,283

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

2,283

セーフティネット事業利用が停止となる中、令和4
年度より、さとうきび原料圃の植付苗は種苗提供
農家にて確保することとなった。種苗提供農家の
負担を減らすため、支援として種苗代金に関して
は当事業にて負担する。

年々夏植え新植面積が減少していくなか、セーフ
ティーネット事業利用が停止となると更なる新植面積
減少の加速が懸念されることから、当事業によりさとう
きび農業の衰退に歯止めをかけることを目的とする。

事
業
の
成
果

・受託者(9農家13筆)
・植付面積
　2283.7a×10,000円/a
・7品種
　Ni15,Ni22,Ni25,Ni27,Ni28,RK97-14,F161

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

3,782

与那国町

2,283千円

夏植実施

24農家

きび対策室

2,283千円

種苗提供農家

2,283千円

報告書 - 9



単位：千円

款 番号 6

項 番号 1

目 番号 3

　 外構工事 有限会社 與那覇工務店

￥２２,２７０,４４６円

令和４年１０月４日～令和５年１月３１日

※設計業務等については、前年までの本体工事関連に含まれる

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

令和4年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 与那国町糖業体制強化事業寄宿舎外構工事 作成者名 小嶺長典

農林水産費

施 策 名 いきいきと働けるまち 農業費

事 項 名 農業の振興 農業振興費

課 名 産業振興課 課長名 小嶺長典 予

算

科

目

22,270

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

22,270

製糖関連事業における新たな勤務体制に対応す
べく、必要な人員確保を目的として、令和3年度に
整備した寄宿舎本体以外の外構等を整備する。

製糖寄宿舎本体以外の駐車場及び敷地の境界、フェ
ンス、排水溝等の外構等を整備する。

事
業
の
成
果

本整備が完了し宿舎としての機能が全面的に利用できるようになった。

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

23,214

●与那国町糖業体制強化事業寄宿舎外交工事

事業主体 与那国町

事業年度 令和4年度

事業費 ￥２２,２７０,４４６円
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単位：千円

款 番号 6

項 番号 1

目 番号 3

給付対象者５名

　一人当り年間１５０万円

1,500,000円×５名　　

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

令和4年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 農業次世代人材投資事業 作成者名 仲宗根　英人

農林水産費

施 策 名 いきいきと働けるまち 農業費

事 項 名 農業の振興 産業振興費

課 名 産業振興課 課長名 小嶺　長典 予

算

科

目

7,500 7,500

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

就農時の年齢が４５歳未満で、農業経営者となる
ことに強い意欲を有している者。

不安定な就農初期段階の青年就農者に対して給付
金を給付し、農業での自立を支援する。

事
業
の
成
果

新規就農に係る経費等に充てられるため、意欲ある農業者の経営支援に繋がっている。

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

7,500
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単位：千円

款 番号 6

項 番号 1

目 番号 3

令和２年度より、個人配分を実施。公民館及び各学校へは変わらず実施。

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

令和4年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 中山間地域等直接支払事業 作成者名 仲宗根　英人

農林水産費

施 策 名 いきいきと働けるまち 農業費

事 項 名 農業の振興 産業振興費

課 名 産業振興課 課長名 小嶺　長典 予

算

科

目

6,737 3,369 1,684

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

1,684

個別農家・法人と事務局が集落協定を締結。 耕作放棄地の防止及び多面的機能の活動推進

事
業
の
成
果

　離島の農業不利性の解消に役立っており、交付金の使途は総会の同意で執行できるため多様な活動
に繋がっている。

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

6,737

科　　目 決算額 予算額 比較増減 備　　　考

個人配分額 4,795,786 4,227,396 568,390 個人配分額

農 道 ・ 水 路
管 理 活 動 費

800,000 1,000,000 △ 200,000
各自治公民館（20万*4館）
（年度繰越1館）

多 面 的 機 能
増 進 活 動 費

250,000 250,000 0 各学校（5万*5校）

共同機械管理費 0 50,000 △ 50,000

役員報酬費 570,000 570,000 0 会長・役員報酬

事　務　費 120,430 139,370 △ 18,940 事務員賃金・振込手数料等

委　託　費 0 500,000 △ 500,000 農地整備

R5年度へ繰越 200,550 0 200,550

合　　　計 6,736,766 6,736,766 0
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単位：千円

款 番号 6

項 番号 1

目 番号 5

令和3年度　農業水路等長寿命化・防災減災事業（立田神地区）

１．事業概要

２．事業費説明

内 令和3年度実績分 千円

令和4年度実績分 千円

３．令和3年度の工事内容

　①立田神地区貯水池改修工事 擁壁設置工 ･･･ Ｌ ＝

底版設置工 ･･･ A ＝

施設付帯工 ･･･

令和4年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 農業水路等長寿命化・防災減災事業（立田神地区）（繰越） 作成者名 入池原正宗

農林水産費

施 策 名 いきいきと働けるまち 農業費

事 項 名 農業の振興 農地費

課 名 まちづくり課 課長名 小島　重喜 予

算

科

目

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

　農家及び農業生産者。
　既設貯水池の改修工事を実施し、農業生産基盤の
整備を行う事により、生産性の高い農業の実現、活力
ある農村社会の形成を図る。

事
業
の
成
果

　既設貯水池の改修工事を実施。
　今年度の工事により、当貯水池改修計画が完了した。
　農業用水施設の整備により、立田神地区における農業生産の向上が期待出来る。

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

　令和３年度補助事業費 277,408千円（内 交付金 244,119千円　市町村負担金 33,289千円）

　本地区の貯水池は、昭和51年に団体営畑地かんがい事業によって貯水池が建設されており、
平成18年に改修工事が行われている。
　平成18年の改修工事によってⅢ型施設が建設され、地区内の用水が手当されている。しかし
その後底板、側壁から漏水が発生し、現在はほとんど水が溜まらない状況である。
　よって、十分な用水手当がなされていないため、農業生産が不安定であり、農業振興の妨げに
なっている。
　これらの事から、本事業において貯水池を改修することにより、安定的な農業経営を目指し、農
業生産の向上を図るものとする。

128,590

148,818

約2,393㎡

約76m

一式

-115,529

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

296,966 128,590 244,119

報告書 - 13



単位：千円

款 番号 6

項 番号 1

目 番号 5

　令和４年度　南帆安地区土地改良事業

１．事業概要

　①事業内容 区画整理

　②市町村負担金 13,857千円（事業費の8.5％）

　③令和４年度主な実施内容（令和３年度繰越工事） 舗装工事 一式

整地工事 一式

　④施工状況写真（令和３年度繰越工事　状況写真）

（着手前） （着手後）

令和4年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 南帆安地区土地改良事業 作成者名 入池原正宗

農林水産費

施 策 名 いきいきと働けるまち 農業費

事 項 名 農業の振興 農地費

課 名 まちづくり課 課長名 小島　重喜 予

算

科

目

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

　農家及び農業生産者。
　区画整理工事を実施して、農業生産基盤の整備を
行う。農業の機械化等を推進する事により、効率的で
生産性の高い営農を実現させる。

事
業
の
成
果

　県営土地改良事業において、南帆安地区の農業生産基盤整備が行われ、生産性の高い農業の実現、
活力ある農村社会の形成が推進された。

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

・・・

・・・

事
業
の
目
的

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

13,857 13,857 13,857
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単位：千円

款 番号 6

項 番号 3

目 番号 2

取組内容

○担当者の報酬、事務委託料

○交付事務委託料

○話し合い・備品経費

○話し合い・備品経費

○浮魚礁の製作、設置作業（漁場の生産力向上に関する取り組み）

○流通体制の改善（漁業の再生に関する実践的な取り組み）

○高付加価格化(鮮度管理・産地タグ)

○漁業体験

○販路拡大（先進地視察）

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

4,174 4,174 3,261 913

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

 与那国町漁業協同組合を対象とした漁業の基
盤となる漁場の保全や利用に関する集落での話
し合いを通じて集落機能を再編し、漁場の合理的
な利用や新技術・漁法の導入等取り組める環境
を整えるとともに漁場環境の保全活動を持続的
に実施する必要がある。

 漁場の保全及び合理的利用・新漁法など含め、集落
活動促進計画に基づいた事業の達成。

事
業
の
成
果

与那国町離島漁業集落活動促進計画に基づき、漁場の生産力の向上に関する取り組み、漁業の再生に
関する実践的な取り組みを集落の創意工夫を生かした取組ができた。

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

事
業
の
目
的

農林水産費

施 策 名 いきいきと働けるまち 水産業費

事 項 名 水産業の振興 水産業振興費

課 名 産業振興課 課長名 小嶺　長典 予

算

科

目

令和4年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 離島漁業再生支援交付金事業 作成者名 上原千代子
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単位：千円

款 番号 4

項 番号 1

目 番号 2

【どぅなん健康づくり２１推進会議】

・どぅなん健康づくり２１（第二次）計画期間平成２５年度（２０１３）

～平成３５年度（令和５年・２０２３）

※１年延長

【福祉と健康づくりの集い】 　参加者：２５０名

令和4年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 健康づくり推進事業 作成者名 原聖子

衛生費

施 策 名 癒しと安心のまち 保健衛生

事 項 名 地域医療・社会福祉の充実 予防費

課 名 長寿福祉課 課長名 真地秀門 予

算

科

目

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

全町民
「どぅなん健康づくり２１」第２次に基づき、関係機関・
団体等と地域住民が一体となり、総合的な健康づく
り・意識向上の推進に努める。

事
業
の
成
果

・国及び県の計画期間の延長に伴い、町の計画も１年延長することとした。（令和４年度評価、令和５年
度見直し及び第三次計画策定）
・「福祉と健康づくりの集い」については、人の集まるイベントは行わなかったが、感染予防対策を取りな
がら工夫をしながらできる形で健康づくりの啓発を行えた。令和５年度は従来の形に戻すことを目指
す。

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

事
業
の
目
的

・昨年同様、人を集めるイベントの形ではなく、各集落において、社会福祉協議会と民生委員による健康
弁当の販売、食育ボランティアによる手作りおやつ（黒糖のさとうてんぷら、黒糖ゼリー）の販売、運動啓
発Tシャツの販売、健康に関する資料の配布を行った。

・どぅなん健康づくり２１推進会議を開催（令和５年１月１９日）し、関係機関・団体の委員が集まり進捗状
況の確認と評価を行った。県健康増進計画「健康おきなわ２１第二次」が１年延長されたことに伴い、当
計画も１年延長することとし、令和４年度に評価、令和５年度中に次期計画を策定していく。

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

901 456 456
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単位：千円

款 番号 4

項 番号 1

目 番号 2

【結核・肺がん検診】

・受診者数 ：268名

・養精検数 ：3名

・要観察数 ：64名

早期発見・早期治療へつなげるため、基本健診と同時受診で行うことで受診率向上

を目指し、健診への関心を高め次年度への健診へつなげる。

令和4年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 結核検診事業 作成者名 大城　幸司

衛生費

施 策 名 癒しと安心のまち 保健衛生

事 項 名 地域医療・社会福祉の充実 予防費

課 名 長寿福祉課 課長名 真地　秀門 予

算

科

目

意図（どういう状態にしたいのか）

全町民
基本健診（がん検診）と同時受診で、早期発見・早期
治療につなげる。

事
業
の
成
果

結核の発生及び蔓延予防への関心を高め、早期発見・早期治療へつなげるため、基本健診と同時実施
することができた。

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を）

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

530 447 447
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単位：千円

款 番号 4

項 番号 1

目 番号 2

【胃がん検診】

・受診者数 ：136名

・要精検数 ：6名

・要観察数 ：27名

【大腸がん検診】

・受診者数 ：125名

・要精検数 ：4名

・要観察数 ：31名

【結核・肺がん検診】

・受診者数 ：268名

・養精検数 ：3名

・要観察数 ：64名

【乳がん検診】

・受診者数 ：166名

・要精検数 ：５名

・要観察数 ：１５名

【子宮頸がん検診】

・受診者数 ：159名

・要精検数 ：５名

・要観察数 ：0名

令和4年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 がん検診事業 作成者名 大城　幸司

衛生費

施 策 名 癒しと安心のまち 保健衛生

事 項 名 地域医療・社会福祉の充実 予防費

課 名 長寿福祉課 課長名 真地　秀門 予

算

科

目

意図（どういう状態にしたいのか）

全町民

高齢化に伴い、がんの死亡率は増加傾向にある。予
防に関する知識の普及やがん検診の受診率を向上さ
せ、早期発見・早期治療につなげ、がんによる死亡率
を低下させる。

事
業
の
成
果

がん検診の実施出、予防への関心を高め、早期発見・早期治療に繋げられる事の周知、大腸がん・肺が
ん・胃がん検診は基本健康診査と実施、女性がん検検診では子宮頸がん検診・乳がん検診と同時実施
することで受診率向上を図った。
女性がん検診対象の20～69歳女性に勧奨ハガキを出したが新型コロナ感染症の影響もあり昨年度よ
り受診者が減少した。
令和５年度は受診率向上を目指し胃がん検診対象者全員に勧奨ハガキを出す。

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を）

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

5,243 4,115 4,115
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単位：千円

款 番号 4

項 番号 1

目 番号 1

診療所事業等指定管理運営交付金 千円

診療所医師住宅費負担金 千円

千円

令和4年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 診療所事業 作成者名 真地　秀門

事
業
の
成
果

診療について、平日の午前中と月・木曜日の午後を外来診療日と設定し、月・木曜日以外の午
後は、往診、予防接種、健診等に充てる医療体制である。また、診療を充実させるため、耳鼻科、
眼科、皮膚科、産婦人科の専門診療（月１回）を継続実施している。令和４年度の一般外来受診
者数は6,776人。
ふるさと寄付金を活用して備品等の整備を行った。

衛生費

施 策 名 癒しと安心のまち 保健衛生費

事 項 名 診療所事業 保健衛生総務費

課 名 長寿福祉課 課長名 真地　秀門 予

算

科

目

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

34,000

840

診療所医療備品整備交付金（ふるさと納税）で
整備した機器（空調機、往診車）

3,800

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

医師の安定的な確保を図るため、与那国町診療
所の管理運営を指定管理させ、町民が健康を保
持するために必要な医療を提供する。

社団法人地域医療振興協会に与那国町診療所を指
定管理させ、町民が健康を保持するために必要な医
療を提供する。

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

38,640 38,640 3,800 34,840
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単位：千円

款 番号 4

項 番号 1

目 番号 1

■沖縄県離島患者等通院支援事業を活用して実施

がん患者 のべ人数 うち付添人　６２名

小児慢性特定疾患 のべ人数 うち付添人　　０名

指定難病 のべ人数 うち付添人　　０名

新型コロナウイルス のべ人数 うち付添人　　０名

＊措定難病とは：国が「難病の患者に対する医療等にかんする法律」に定められる

基準に基づいて医療費助成制度の対象としている難病（パーキンソン病、

ALS,突発性拡張型心筋症等、現在３３３の病名が指定されている。）

＊前年度と比較すると、がん患者（１５３→１６７）9.1％の増

小児慢性特定疾患（4→１）75％の減

指定難病（２４→２５）4.1％増

新型コロナウイルス（１０→３）70％減

令和4年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 離島患者等通院支援助成事業 作成者名 真地　秀門

事
業
の
成
果

難病患者等の島外の医療施設への通院に要する経済的負担を軽減し、適切な医療を受けるこ
とができた。

衛生費

施 策 名 癒しと安心のまち 保健衛生費

事 項 名 離島患者等通院支援助成金 保健衛生総務費

課 名 長寿福祉課 課長名 真地　秀門 予

算

科

目

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

１６７名

１名

２５名

３名

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

指定難病、特定疾患、小児慢性特定疾患、悪性
新生物疾患（がん）、子宮頸がん予防接種後副
反応、特定不妊治療のため、島外に通院治療して
いる者

難病患者等の通院治療に係る渡航費の一部を助成
することにより経済的負担を軽減し、良質かつ適切な
医療を受ける機会を確保する。

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

6,958 6,447 4,153 2,294
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単位：千円

款 番号 2

項 番号 6

目 番号 6

■沖縄振興特別推進市町村交付金による事業として実施

〇　賃金（6,188千円）

 学童賃金職員２名～３名の賃金のみ、沖縄振興特別推進市町村交付金で

賄っている。

〇　費用弁償（13千円）、　消耗品（159千円）

〇　修繕費（11千円）　賄材料費（1,131千円）

〇　役務費　通信運搬費（41千円）、　保険料（5千円）

【写真：2022ハロウィン】

令和4年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 与那国町すこやか子育て支援事業 作成者名 真地　秀門

事
業
の
成
果

学童・幼稚園午後の一時預かりを運営することにより、共働きの家庭における負担を軽減し、子
ども達の居場所として確立された居場所となっている。幼児送迎車購入により、保護者より要望
の多かった送迎が行われて、保護者の負担軽減が出来た。

総務費

施 策 名 癒しと安心のまち 沖縄振興特別推進交付金

事 項 名 子育て支援事業 福祉増進費

課 名 長寿福祉課 課長名 真地　秀門 予

算

科

目

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

〇　使用料及び賃借料　　会場等借上料（896千円）

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

対象：与那国町立小学校に通う児童、与那国町
立幼稚園通う園児

子どもにとって安心・安全な居場所を設け、適切な遊
び及び生活の場を提供し、共働き家庭等の子育てを
支援する。

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

9,591 8,640 4,961 3,679
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単位：千円

款 番号 2

項 番号 6

目 番号 7

■沖縄県離島患者等通院支援事業を活用して実施

総事業費 1,772千円

交付金対象事業分 1,611千円

交付金充当額 1,289千円

市町村負担金  322千円

交付対象外経費 161千円

航空運賃助成　　　　　　 23名 金額  1030千円

宿泊費助成 8名 金額  581千円

令和4年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 少子高齢者医療支援事業 作成者名 真地　秀門

総務費

施 策 名 癒しと安心のまち 沖縄振興特別推進交付金

事 項 名 少子高齢者医療支援事業 医療確保費

課 名 長寿福祉課 課長名 真地　秀門 予

算

科

目

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

事
業
の
成
果

妊産婦健診及び出産期において、島外医療機関を利用せざるを得ない妊産婦の心身健康の保
持、出産にかかる経済的不安を解消し、安心して出産できる環境をつくることができた。

予算執行
状況

2,050 1,772

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

妊産婦健診及び出産等渡航費助成
妊婦の健診から出産までの渡航費を助成することに
より経済的負担の軽減を図り、妊婦が安心して出産を
迎えられることを目的とする。

地方債 その他 一般財源

1,289 483
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単位：千円

款 番号 3

項 番号 1

目 番号 2

✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿

・八重山地区老人クラブ連合会　￥１３２，０００

・町老人クラブ連合会補助金　￥　0

✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

0 132

与那国町老人クラブ連合会
八重山地区老人クラブ連合会

助成を行うことにより、高齢者の知識経験を活かし、
生きがいと健康づくりのため、多様な社会活動を行
い、老後の生活を豊かなものとするとともに、明るい長
寿社会づくりを目的とする。

事
業
の
成
果

八重山地区老人クラブ連合会における諸活動/ゲートボール（八重山地区ゲートボール大会）・舞踊の練
習に生き生き100歳体操等による高齢者や他団体との交流が深められ健康増進に繋がっている。

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

長寿福祉課 課長名 真地　秀門 予

算

科

目

132 0 0 0532

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

令和4年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 老人クラブ助成事業 作成者名 砂川　久美

総務費

施 策 名 癒しと安心のまち 社会福祉費

事 項 名 高齢者福祉の充実 老人福祉費

課 名

報告書 - 23



単位：千円

款 番号 3

項 番号 1

目 番号 2

✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿
・老人保護措置事業　　￥2,720,863

✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

0 2,721

65歳以上の者であって、環境上の経済的な理由
等により居宅において養護を受けることが困難な
者を市町村が措置する。

施設での適切な生活管理のもと、安心した入所生活
を図る。

事
業
の
成
果

現在、沖縄偕生園で1名措置

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

長寿福祉課 課長名 真地　秀門 予

算

科

目

2,721 0 0 02,795

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

令和4年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 老人保護措置事業 作成者名 砂川　久美

民生費

施 策 名 癒しと安心のまち 社会福祉費

事 項 名 高齢者福祉の充実 老人福祉費

課 名
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単位：千円

款 番号 3

項 番号 1

目 番号 2

✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿

・扶助費　￥4,520,000

・与那国町敬老広告料　￥ 22,000円

・敬老事業消耗品等　　￥29,314円

・敬老事業通信運搬費　￥19,807円

✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

0 4,591

敬老の日に本町において、住民基本台帳に記載
され引き続き1年以上在住しており、同日におい
て満70歳以上の高齢者を対象としている。

敬老と長寿を祝福し、あわせてその家族の平和と福祉
の向上を図ることを目的とする。

事
業
の
成
果

・100歳以上高齢者対象　 2名（一人あたり）頌状と祝金　100,000円
・カジマヤー対象　　　　　　　　1名（一人あたり）頌状と祝金　300,000円
・米寿対象　　　　　　　　　　　 　7名（一人あたり）頌状と祝金　30,000円
・成年祝対象　　　　　　　　　　 40名（一人あたり）祝金20,000円

[令和4年度より敬老祝金増額]
●70歳～79歳は10,000円　　●80歳～99歳は15,000円●100歳以上は100,000円　
別途祝金を新たにつけ●新100歳は1,000,000円　●成年祝対象者には20,000円　
●米寿対象者には30,000　としております。

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

長寿福祉課 課長名 真地　秀門 予

算

科

目

4,591 0 0 05,604

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

令和4年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 敬老事業 作成者名 砂川　久美

民生費

施 策 名 癒しと安心のまち 社会福祉費

事 項 名 高齢者福祉の充実 老人福祉費

課 名
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単位：千円

款 番号 2

項 番号 6

目 番号 4

事業概要

受講生徒数（令和４年度末時点）
小学4年生：11名 中学1年生：14名

小学5年生：4名 中学2年生：11名

小学6年生：4名 中学3年生：10名

学習意欲向上、学びのための取組

R5年度の展開
　久部良会場を増設し、町全体の受講率向上及び学習習慣の定着を目指す。

令和4年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 家庭学習支援モデル事業 作成者名 小原 優

総務費

施 策 名 癒しと安心のまち 沖縄振興特別推進交付金

事 項 名 義務教育の充実 教育振興費

課 名 教育委員会教育課 課長名 高木　健一郎 予

算

科

目

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

町内の小学4年生～中学3年生
　学力に応じたきめ細やかな指導を充実させ、学習意
欲の向上、基礎学力の定着及び学習習慣の確立。

事
業
の
成
果

　受講生を対象としたアンケートにて77%の生徒が「東大生のオンライン授業は学習意欲の向上につな
がる」と回答。子どもたちの学習意欲の向上に貢献した。

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

　R4年度の授業形態は集合型オンライン授業。東大生が講師となり、東京と与那国町を結び塾を運営。

東大生講師3人が来島。
　①対面授業:会場で授業を行い、子どもたちと直接ふれ合った。
　②キャリア教育：東京大学での研究内容や受験勉強方法の指導を実施した。
　③保護者面談：希望する保護者と面談を行い、家庭での学習方法等相談に対応した。

事
業
の
目
的

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

18,587 16,484 13,024 3,460
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単位：千円

款 番号 2

項 番号 6

目 番号 4

派遣基準・・・与那国町立学校児童生徒派遣費等補助金交付要綱に基づく、学校長が参加

する事が妥当と認めた公的機関が主催・協賛又は後援する大会

補助対象経費・・・航空運賃等（実績、県外に関しては1/2を補助を補助）

宿泊費（1泊6,000円を限度として補助）

1,184

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

8,000 5,918 4,734

合計 341人 石垣市（34）、沖縄本島（13）、県外（2） 5,918,175円

事
業
の
成
果

今年度は前年度に比べ135名の増、大会参加件数も10件増となっています。子どもたちが持つ多様な
能力・才能を発揮する機会を提供することができた。また、当事業の実施により保護者負担の軽減が図ら
れた。

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

派遣数、補助金額等

中学校計 207人

石垣市（24）、那覇市（2）、南城市（1）

4,269,655円宜野湾市（2）、豊見城市（1）

沖縄市（4）、県外（2）

久部良中学校 121人

石垣市（14） 1,563,400円

沖縄市（1）、那覇市（1）、
610,160円

宜野湾市（1）、南城市（1）

小学校計 134人 石垣市（10）、沖縄市（1）、うるま市（2） 1,648,520円

与那国中学校 86人

石垣市（10） 965,700円

沖縄市（3）、那覇市（1）
996,740円

宜野湾市（1）、豊見城市（1）

県外（2） 133,655円

久部良小学校 21人 石垣市（2） 296,000円

比川小学校 2人 石垣市（1）、うるま市（1） 35,890円

補助金額（円）

与那国小学校 １１1人
石垣市（7） 822,300円

沖縄市（1）、うるま市（1） 494,330円

学校名 派遣数 派遣先（件数）

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

町内の児童生徒の各種大会派遣費（航空運賃、
宿泊費等）を各学校長を通して助成する。

島外の人との競争や交流で子供たちの多彩な能力、
才能を発揮する機会を提供し、各種大会派遣費（航
空運賃、宿泊費）を支援することにより、離島が持つハ
ンディの克服と保護者負担の軽減を図る。

総務費

施 策 名 癒しと安心のまち 沖縄特別推進交付金

事 項 名 義務教育の充実 教育振興費

課 名 教育委員会総務課 課長名 前大舛　和夫 予

算

科

目

令和4年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 教育諸活動助成事業 作成者名 平良　利恵
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単位：千円

款 番号 10

項 番号 1

目 番号 3

事業概要

ALT活動内容
　・小中学校の英語授業補助

　・幼稚園での英語活動

　・ALTと子どもたちの自国文化紹介（国際交流）

　・英検指導

　・教員に対して発音、表現、文法等についてのチェックや助言

　・教員に対して母国の言語や文化についての情報の提供

　

令和4年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 外国語教育強化事業 作成者名 小原 優

教育費

施 策 名 癒しと安心のまち 教育総務費

事 項 名 義務教育の充実 学習対策費

課 名 教育委員会教育課 課長名 高木　健一郎 予

算

科

目

意図（どういう状態にしたいのか）

町内の児童生徒、教職員及び学校
・英語力向上
・外国文化との交流

事
業
の
成
果

　コロナ禍により、ジュニア派遣交流事業（アメリカへ中学生を派遣）及び地域国際交流事業（台湾へ小
学生を派遣）の現地実施が困難であった。そのため、これまで以上に子どもたちがネイティブの英語に触
れる機会、外国文化と直接交流する機会としてのALTの意義が非常に大きくなった。
　また、子どもたちは、外国文化に楽しみながら触れることで、外国語学習の意欲が向上しており、外国文
化との交流により国際的な視点の基盤づくりに貢献している。

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

　一般財団法人自治体国際化協会（CLAIR）の外国青年招致事業（JETプログラム）を活用し、ALTを
当町に配置する。
　ALTは教育委員会に配属され、小中5校を訪問し、日本人外国語担当教員の助手として外国語授業に
携わり、教育教材の準備や英語研究会のような課外活動などに従事する。

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を）

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

4,374 3,810 3,810
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単位：千円

款 番号 10

項 番号 1

目 番号 7

事業概要

研修及び授業におけるICT活用の様子

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

8,182 7,514 3,900 3,614

意図（どういう状態にしたいのか）

町内の児童生徒、教職員及び学校

　Soceiety 5.0に向け多様な子供たちを誰一人取り
残すことのない、公正に個別最適化された学びの環
境を整備。
　緊急時においても、ICTの活用により全ての子供た
ちの学びを保障できる環境を実現。

事
業
の
成
果

　令和４年度は、１人１台端末本格運用開始から２年目となり、「授業を効果的なものにするためにどのよ
うにICT機器を活用するか」という点に注力した。教員たちは各教科・学年に応じたアプリや使い方を選
択し授業を実施していた。

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

①ハードウェア整備：1人1台端末（Chromebook）
②ソフトウェア整備：教育アプリの整備・運用。
③人的支援：ICT支援員を配置し、教職員及び子どもたちへの活用支援。
④人材育成：教職員向け研修会の実施。

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を）

教育費

施 策 名 癒しと安心のまち 教育総務費

事 項 名 義務教育の充実 学校ICT環境整備費

課 名 教育委員会教育課 課長名 高木　健一郎 予

算

科

目

令和4年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 学校ICT環境整備事業 作成者名 小原 優

授業における活用の様子① 体育

泳いでる姿を録画してもらい、自身の泳ぎ方を確認。身体の動

かし方を視覚的に客観的に理解することが可能に。

授業における活用の様子① 音楽

描いた絵から音が鳴るアプリ。低学年でも簡単に操作ができ、

作曲の楽しさを学ぶことができた。

実践的な活用研修

文部科学省より講師を招聘し、授業視察を実施。フィードバッ

クを行い、より効果的に授業でICTを活用する方法を話あった。
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単位：千円

款 番号 10

項 番号 1

目 番号 7

事業概要

学校無線LANの運用状況
　・普通教室、職員室、体育館の整備率100%

　・ネットワーク不具合対応

　　　内、停電による復旧対応３件、機器故障１件

　・ネットワークフィルタリングの設定

学校無線LANを利用している様子

令和4年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 学校教育用無線LAN整備事業 作成者名 小原 優

事
業
の
成
果

　台風や落雷等による停電の影響で機器が故障することが数件あったが、授業継続が困難になるような
大規模なネットワーク障害は発生しなかった。

教育費

施 策 名 癒しと安心のまち 教育総務費

事 項 名 義務教育の充実 学校ICT環境整備費

課 名 教育委員会教育課 課長名 高木　健一郎 予

算

科

目

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

　学校ネットワークの安定稼働を目指し、光回線、無線LAN、ネットワーク機器等を維持・管理する。

普通教室での利用 特別教室（理科室）での利用 体育館での利用

（教職員全体研修）

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

町内の児童生徒、教職員及び学校
　学校内のネットワーク環境を整備し、学校における
ICT活用の基盤を支える。

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

2,012 1,816 1,816
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単位：千円

款 番号 10

項 番号 1

目 番号 3

【与那国中学校】

（全体生徒数：33人） 漢字検定　　３回実施：受検者数　21人 合格率

数学検定　　３回実施：受検者数　10人 合格率

英語検定　　３回実施：受検者数　19人 合格率

【久部良中学校】

（全体生徒数：16人） 漢字検定　　３回実施：受検者数　14人 合格率

数学検定　　３回実施：受検者数　９人 合格率

英語検定　　３回実施：受検者数　15人 合格率

【与那国小学校】

（全体児童数：57人） 漢字検定　　１回実施：受検者数　55人 合格率

算数検定　　１回実施：受検者数　54人 合格率

英語検定　　１回実施：受検者数　11人 合格率

【久部良小学校】

（全体児童数：49人） 漢字検定　　１回実施：受検者数　43人 合格率

算数検定　　１回実施：受検者数　45人 合格率

【比川小学校】 漢字検定　　１回実施：受検者数　10人 合格率

（全体児童数：10人） 算数検定　　１回実施：受検者数　8人 合格率

令和4年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 与那国町立学校各種検定受検料補助事業 作成者名 杉本　夏代

教育費

施 策 名 人材を育て・つなぐ交流のまち 教育費総務費

事 項 名 義務教育の充実 学習対策費

課 名 教育委員会教育課 課長名 高木　健一郎 予

算

科

目

76.7%

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

各種検定受検を希望し、かつ保護者の同意を得
た町内在住の児童生徒を対象に、各検定の受検
料を年１回全額補助する。

受検機会の拡充を行い、児童生徒の自主学習習慣の
定着と学力向上の意識を培う。

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

28.6%

40.0%

57.9%

14.3%

55.6%

53.3%

96.4%

94.4%

40.0%

68.9%

80.0%

62.5%

事
業
の
成
果

・昨年度に比べ、補助事業を活用しての中学生受検比率が両中学校ともに増加している。
・補助回数を年１回に制限したことで生徒自身で検定の学習計画を立て、意欲的に取り組むことができ
たことで、数検・英検の合格率は昨年度を上回った。
・小学校は３学期に実施することで、学年の総まとめとして、その年の学習の定着力を図ることができると
ともに、進級に向けた自信の醸成につなげることができた。

378

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

1,021 629 0 0 0 251
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単位：千円

款 番号 10

項 番号 6

目 番号 2

※在学数は令和4年３月31日現在。

令和4年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名

課 名

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

　各幼稚園、小学校、中学校の園児、児童、生徒を
対象とした学校給食費を完全無償化にする。

  園児、児童、生徒の給食費完全無償化に伴い、子育
て世代の支援推進を図り、教育振興の充実に寄与す
る。

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

施 策 名

事 項 名  義務教育の充実 学校給食費

在学数(人) 給食日数 延べ回数 補助金額(千円)学　校　名

事業費の執行内容

59

10 177 1,838 550

事
業
の
成
果

　県内において、給食費完全無償化事業を実施している市町村は、与那国町を含めて７市町村有り、給食
費を全額補助する事により、事業対象の園児、児童、生徒の保護者の負担軽減の充実が図られた。

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

10,782 9,999 9,999

116 553 20,896 6,367

188 10,132 3,154

47 188 8,926 2,663

51 381 8,757 3,023

52 186 9,353 610

35 190 5,857 2,054

16 191 2,900 969

52 186 9,353 610

219 1,120 39,006 9,999

0 0 0 0

0 0 0 0

 学校給食完全無償化事業 作成者名 永井　一史

教育委員会総務課 課長名 前大舛　和夫 予

算

科

目

教育費

 癒しと安心のまち 保健体育費

よなぐに幼稚園

くぶら幼稚園

ひがわ幼稚園

　　　幼稚園　計

合　　　計

　　　小学校　計

与那国小学校

久部良小学校

比　川小学校

与那国中学校

久部良中学校

　　　中学校　計
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単位：千円

款 番号 10

項 番号 1

目 番号 2

【審査基準】

　（1）学業基準

　　　　　ア　新入学の者　高等学校３年次の学業成績評定が概ね4.0以上

　　　　　イ　大学在学中の者　前年までの履修科目全体の内、可を超えるものが７割以上

　（2）健康状態、人物評価等

　（3）家計状況

　　　　　ア　本人及び本人と生計を一にする者の市町村民税所得割の合計が、126,000円

　　　　　　　　未満であること

　（4）以前に、この奨学金の給付を受けていないもの

　（5）与那国町奨学基金条例施行規則による奨学生の決定を受けていないもの

【奨学金の給付額及び給付期間】

　・給付額　　　　　　　　月額50,000円

　・給付期間　　　　　　奨学生の在学する大学の正規の修業期間

　・奨学金の支給　　毎年６月、９月、12月及び翌年３月の年４回

令和4年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 与那国町大谷彰宏給付型奨学金 作成者名 大川　亜実

教育費

施 策 名 人材を育て・つなぐ交流のまち 教育総務費

事 項 名 人材育成の充実 教育委員会事務局費

課 名 教育委員会総務課 課長名 前大舛　和夫 予

算

科

目

意図（どういう状態にしたいのか）

与那国町出身で、大学及び専門学校に進学及び
在学する学生で、一定の要件を満たす者

与那国町出身の優秀な学生に対する大学における修
学に係る経済的支援を行い、もって社会に貢献し得る
有用な人材を育成することを目的とする。

事
業
の
成
果

・応募人数　：　４名
・採用人数　：　４名
・主な進学先及び在学校　：　大学

修学の意欲と能力を有するにもかかわらず、経済的理由により学資の支弁が困難な者に対し、支援をす
ることができた。

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を）

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

1,550 1,550 0 0 0 1,550 0
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単位：千円

款 番号 10

項 番号 1

目 番号 3

■日程

６月24日（金） ～ 6月26日（日）

12月1４日（金） ～ 12月1５日（土）

■内容

県サッカー協会より指導者を派遣し、与那国町の保育所・幼稚園・小学校で

キッズサッカーの巡回指導を行った。幼稚園・保育園は保育時間中に巡回指導を行った

小学校は６月は自由参加で開催した。12月は体育の授業時間中に巡回指導を開催した。

また、12月はミニゲーム大会を開催し各学校の生徒同士がサッカーを通じて

交流することができた。

■実施場所

巡回指導：各学校

ミニゲーム大会：久部良小学校体育館

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

令和4年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 キッズサッカー巡回指導 作成者名 成瀬 満紀人

教育費

施 策 名 人材を育て・つなぐ交流のまち 保健体育総務費

事 項 名 保健体育総務費

課 名 教育委員会教育課 課長名 高木 健一郎 予

算

科

目

99 0 0 0164

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

0 99

保育所年長クラスから小学校６年生までを対象と
する。６月は県サッカー協会の予算で行い、12月
は町の予算で実施した。

キッズ年代の巡回指導に取り組む事で、サッカーの普
及はもとより、幼児期を含むキッズ世代の体力向上と
健全育成に寄与する事を目的とする。

事
業
の
成
果

令和４年度はサッカーを通して体を動かす楽しみや、　健康促進を図ることができた。またスモールゲーム
交流会ではチームの分配を無作為に選出することにより児童生徒同士が交流することができた。

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源
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単位：千円

款 番号 10

項 番号 6

目 番号 1

■開催日時

令和４年６月19日（日）

■開催場所

与那国駐屯地グラウンド「黒潮の風」

■対象

与那国町内幼稚園及び小・中学生

■内容

1948年から始まり今年度で73回目の大会開催となった。

令和３年度より与那国中学校グラウンドから本格的な競技場での大会となり

競技場では２回目の開催となった。

今大会では、晴天の下で児童生徒同士が陸上を通じて切磋琢磨し

技術力・体力の向上を図ることができた。

また、小学校１年女子100mにおいて大会新記録を更新した。

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

令和4年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 少年陸上競技選手権大会 作成者名 成瀬 満紀人

教育費

施 策 名 その他：その他 保健体育費

事 項 名 保健体育総務費

課 名 教育委員会教育課 課長名 高木 健一郎 予

算

科

目

230 0 0 0494

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

0 230

与那国町立の幼稚園から中学生の全生徒を対
象

与那国町内の児童生徒の体力の向上と交流の促進、
学校教育に対する地域住民の理解と協力を求める。

事
業
の
成
果

令和４年度は、小学校１年女子100mにおいて大会新記録を更新した。また、生徒同士が競うあうことで
競技力の向上とスポーツの振興を図ることができた。

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源
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単位：千円

款 番号 10

項 番号 1

目 番号 6

準備期４～８月

〇 図書司書採用

〇 備品整備

〇 図書管理システム導入

〇 施設使用、インターネット、電話等契約

〇 図書の購入及び県立図書館からの一括借り入れ（2,000冊）

開館8月～

〇 内覧会及び記念講演会開催

〇 図書室だより発行

〇 県立図書室主催　空飛ぶ図書館開催

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

7,218

町民一人一人の生涯学習を支援し、創造的な知
性を供えた人間性豊かな人材育成に寄与する。

町民が平等に図書に触れる機会及び場を提供する。

事
業
の
成
果

平成30年度・令和元年度に小中学生、保護者、一般向けに行ったアンケートや与那国町立図書室設置
検討委員会での協議を経て、令和4年8月に町立図書室を開室した。今後「町民や地域に役立つ情報拠
点（交流の場・育みの場・島を知る場）」として、町民のニーズに対応した魅力あふれる図書室づくりを
いっそう推進していく。

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

教育委員会教育課 課長名 高木　健一郎 予

算

科

目

7,2187,882

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

令和4年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 町営図書室事業 作成者名 村松稔

教育費

施 策 名 癒しと安心のまち 教育総務費

事 項 名 島の未来を担う地域・人づくりの推進 図書管理費

課 名
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単位：千円

款 番号 2

項 番号 6

目 番号 4

【事前学習】

７月７日と８月31日の２回実施（1回：45分×２コマ）。３校合同授業。

講師の前黒島さんに来島してもらい、台湾華語を中心に台湾の基礎知識や風習について

学んだ。児童は慣れない四声の発音に苦戦している様子だったが、自己紹介・誕生日の

質問の仕方や答え方等を一生懸命覚えていた。

【ICT交流授業】

12月７日に３校合同で実施（45分×２コマ）

１コマ目は与那国側による与那国の紹介とクイズ、タバロン側は学校生活紹介を行う。

与那国小は数字や一部単語、短文の台湾華語を発表に取り込んでいた。

２コマ目はタバロン側による寸劇コンテストの紹介と歌の発表を聞いた後、ブレイクアウト

ルームを使用したグループ交流を15分ほど行う。

令和4年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 地域国際交流事業 作成者名 杉本　夏代

総務費

施 策 名 人材を育て・つなぐ交流のまち 沖縄振興特別推進交付金

事 項 名 国際交流の推進 教育振興費

課 名 教育委員会教育課 課長名 高木　健一郎 予

算

科

目

0

事
業
の
成
果

・新型コロナの影響により現地派遣を行うことはできなかったが、他言語を学び、学んだ言語をツールとし
て交流を図ることは異文化への興味を醸成するきっかけとなったと考えられる。
ブレイクアウトルームを使ったグループ交流では、初めての対面で緊張した雰囲気も感じられたが、学んだ
台湾華語のフレーズを用いたり、英語やイラストを使って交流を図ろうとする姿が見られた。

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

町内小学６年生を対象に、台湾花蓮縣にあるタバ
ロン小学校とのオンライン交流及び台湾に関する
学習（台湾華語・文化風習・歴史等）を行う。

異文化を学び、外国の同年代の子どもたちと交流を
行うことで、外国・自国（郷土）への興味関心を深める
とともに語学学習の意欲向上をめざす。

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

282

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

296 282 0 0
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単位：千円

款 番号 2

項 番号 1

目 番号 7

関連行事実施状況

　R4.10月6日から10月8日

　＊魏嘉賢花蓮市長一行与那国訪問 11名来島

・10/6 ＊台北➡福岡➡那覇➡与那国の空路にて到着

＊与那国町役場表敬

＊DiDi資料館敷地内にて記念植樹実施

＊嶋中公民館２階にて、歓迎会を開催

・10/7 ＊島内視察（乗馬体験等）

＊与那国中学校、久部良中学校を訪問

・10/8 ＊帰国

　R4.10月28日　午後3時から4時

　＊花蓮市・与那国町姉妹都市締結40周年記念式典（web開催）

・開催場所：嶋仲自治公民館２階

獅子舞の披露、記念品の交換、記念モニュメントの公開（花蓮作成）

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

令和4年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 姉妹都市交流事業 作成者名 田島忠幸

商工費

施 策 名 人材を育て・つなぐ交流のまち 商工費

事 項 名 国際交流の推進 企画費

課 名 企画財政課 課長名 田島忠幸 予

算

科

目

6,216

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

6,216

与那国町・花蓮市姉妹都市締結40周年の
節目を迎えることから、これまでの歴史を振り
返り評価し、双方の絆を深め発展させるため
の記念事業等を実施する。

コロナ禍の影響が残る状況では有るが、姉妹都
市提携４０周年の節目を記念した取り組みを実
施することにより、今後の両市町による関係を確
認し、地域経済活性化への施策に繋げて行く。

事
業
の
成
果

花蓮市長一行の与那国訪問、WEBにより記念式典の開催等、久しぶりに姉妹都市関連事業を実施する
ことが出来た。今回の姉妹都市関連イベントの実施により、改めて与那国町と花蓮市をの絆を確認するこ
とが出来た。更には、双方の協力による観光や地域経済活性化等の展開についても意見交換することが
出来たことは非常に有意義であった。

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

7,922
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単位：千円

款 番号 2

項 番号 6

目 番号 8

事業名：与那国町国境交流結節点化推進事業（R3繰）

事業全体スケジュール

（実績）

Ｈ３０：国境交流結節点化可能性調査業務（委託）　単費

＊過去の取組みを分析し、新規事業の可能性を調査

Ｈ３１：国境交流結節点化推進事業（委託）　一括交付金

＊高速船による社会実験実施に向けた、条件調査

Ｒ２：国境交流結節点化推進事業（委託）　一括交付金

＊社会実験の実施計画書を作成

Ｒ３（繰越）：国境交流結節点化推進事業（委託）　一括交付金

＊社会実験の実施計画書を基に申請マニュアルの作成

成果品「与那国町国境交流結節点化推進事業報告書（全体版）」

成果品「社会実験計画書（案）」

履行期間　　Ｒ４．１０．３　-　Ｒ５．３．２０

契約額　　￥１５，２９０，０００

受託業者　株式会社　長大　沖縄支店

（計画）

Ｒ５：国境交流結節点化推進事業（社会実験）実施　一括交付金

＊高速船による社会実験の実施

令和4年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 与那国町国境交流結節点化推進事業（R3繰） 作成者名 田島忠幸

施 策 名 人材を育て・つなぐ交流のまち 沖縄振興特別推進交付金

事 項 名 国際交流の推進 離島振興費

予

算

科

目

総務費課 名 企画財政課 課長名 田島忠幸

意図（どういう状態にしたいのか）

令和２年度に実施された事業内容を基に、令和５
年度に実施予定である「与那国ー台湾（花蓮市）
間の高速船を活用した社会実験の具体的な模擬
手続きを実施する。

日本の最西端である本町において、「地理的優位性」
を最大限に活用し、国際交流及び国際交通の拠点化
を図るため、与那国-台湾間の高速船就航を目指し、
与那国町を結節点とした新たな八重山観光ルートを
確立する。

事
業
の
成
果

船舶調達に係る現地調査も含め、予定していた事業内容はおおよそ完了することが出来たが、CIQや海
上保安部等の関係機関との意見交換に際して挙がった課題については、引き続き改善に向けた取り組み
が必要である。

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を）

3,707

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

15,400 15,290 11,583
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単位：千円

款 番号 2

項 番号 1

目 番号 7

☆地域おこし協力隊とは

＊実施主体：地方公共団体

＊活動期間：概ね１年以上３年以下

※「与那国町地域おこし協力隊設置要綱」（令和３年３月公布）

〇令和４年度　地域おこし協力隊　採用状況　：　２名

配置先 与那国町役場企画財政課　目的：移住定住担当　１名

与那国町観光協会　目的：観光進行業務支援　１名

〇事業費の状況

会計年度任用職員　報酬、手当、費用弁償：３，６７５千円

地域おこし協力隊員　活動費：２，５０８千円

●その他　２款１項７目「与那国町地域おこし協力隊募集事業」

＊隊員募集に係る経費を特別交付税により措置　　R4年度実績　202千円

令和4年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 与那国町地域おこし協力隊地域活性化推進事業 作成者名 田島忠幸

総務費

施 策 名 人材を育て・つなぐ交流のまち 総務管理費

事 項 名 その他 企画費

課 名 企画財政課 課長名 田島忠幸 予

算

科

目

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

与那国町内では、人口減少に歯止めがかか
らない状況が続いていることから、各分野に
おいて人材不足が深刻となっていることから、
当該事業により必要な人材の確保を図り必
要な団体等を支援する。

総務省が平成２１年度に創設した「地域おこし協
力隊」の制度を活用し、様々な分野において必要
となる人材を確保し、与那国町役場会計年度任
用職員として採用、又は、人材を必要とする組織、
団体等へ派遣することで、体制強化を図る。

事
業
の
成
果

令和４年度においては、２名の地域おこし協力隊員がそれぞれ活動を行った、移住定住担当の地域おこし
協力隊員については、企画財政課内に席を置き様残な取り組みを実施しており十分な成果を残してい
る。また、与那国町観光協会への派遣により活動していた地域おこし協力隊員についてが、諸事情により
期間途中での退任となったが、体制が脆弱な観光協会においては重要な人材であったことから、再度募
集を行い人材確保を行う予定である。

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

＊制度概要：都市地域から過疎地域等の条件不利地域に住民票を移動し、生活の拠点を移した者を、地方公共団

体が「地域おこし協力隊員」として委嘱。隊員は一定期間、地域に居住して、地域ブランドや地場産業の開発・販売・

PR等の地域おこしの支援や、農林水産業へ従事、住民生活支援など、「地域協力活動」を行いながら、その地域へ

の定住・定着を図る取組。

＊地方財政措置：地域おこし協力隊取組み自治体に対し、概ね次に掲げる経費について、特別交付税にて財源を

支援する。

地域おこし協力隊員活動経費：隊員1人あたり480万円上限（人件費等280万、その他経費200万円）

事
業
の
目
的

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

9,006 6,183 6,183
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単位：千円

款 番号 7

項 番号 1

目 番号 2

◎移住相談対応状況 R2.5～R5.3

R4年度

R3年度

R2年度 ➡

◎移住定住サポート R4.4～R5.3

・移住者実績　　８組９名（２０代３名、３０代３名、４０代１名、５０代１名、７０代１名）

・プチ体験ツアー参加者数　　６組７名（島内施設の確認、催事行事へ参加等）

・古民家体験住宅利用実績　　２組３名（単身用１名、家族型２名）

・仕事紹介数　　６組６名（幼稚園１名、保育士２名、民間３名）

・住宅紹介数　１０組１５名

◎その他取組み 遊休施設活用・コンテナ住宅模索・計画・交渉

令和4年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 移住定住推進事業 作成者名 田島忠幸

商工費

施 策 名 人材を育て・つなぐ交流のまち 商工費

事 項 名 その他 商工振興費

課 名 企画財政課 課長名 田島忠幸 予

算

科

目

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

継続相談 新規相談 （℡,ﾒｰﾙ） (来庁)

- 33件 （13件） （6件）

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

与那国町の人口減少抑制対策、更には人材
不足対策に対する施策として、移住希望者に
対する窓口を設置するとともに、支援メニュー
を充実さることで、移住そして定住化推進を
図る。

近年、移住先として沖縄県は人気の候補地となっ
ているが、受入支援は自治体によって異なり、本
町においては、支援メニューが不足している状況
であることから、当該事業により移住希望者への
情報提供と支援を強化する。

(ｲﾍﾞﾝﾄ)

192件 80件 （47件） （15件） （18件）

（14件）

事
業
の
成
果

移住希望者向けの支援を充実させたことにより、相談者が増加したことと、実際に移住を支援することが
出来た。新たに国の遊休施設を活用した移住支援住宅と移住体験住宅を設定できたことで、次年度に
向けて更なる新の充実を図ることが出来た。

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債

現在相談継続中
の人数
７組13名

87件 54件 （22件） （13件） （119件）

その他 一般財源

4,855 4,546 4,546

移住支援取組の内容

4月 ～ 6月 ～ 9月 ～ 12月 ～ 2月 ～ 3月

気象台と

交渉

申請

許可

ガ
ス

電
気

清
掃

内
装
修
繕

清
掃

加
圧
ポ
ン
プ

改
修

設置要

綱作成

募

集

決

定
入
居

・移住促進住宅（５戸）として運営

→現在２名入居（R５.４時点）

・体験住宅（１戸）としてR５年6月中旬より運営予定
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単位：千円

款 番号 2

項 番号 6

目 番号 7

令和4年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 公共交通路線支援事業 作成者名 杉本　佳奈

総務費

施 策 名 循環と共生のまち 沖縄振興特別推進交付金

事 項 名 交通基盤の整備 公共交通路線支援事業

課 名 企画財政課 課長名 田島　忠幸 予

算

科

目

意図（どういう状態にしたいのか）

　与那国町民・来島者・観光客
運転が困難な高齢者や学生の交通手段の確保及び
来島者の利便性を図るため、路線バスの安定的な運
航を維持したい

事
業
の
成
果

生活路線バスの運営に必要な費用を支援することにより、生活路線バスの安定的な運営を維持すること
ができ、町民及び観光客等の利便向上を図ることができた。

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を）

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

12,850 9,291 7,432 1,859

与那国町

9291千円 委託料

9291千円

・委託業者：
最西端観光（株）

・維持管理委託料
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単位：千円

款 番号 8

項 番号 2

目 番号 3

≪繰越≫

○令和３年度　祖納部落内線（浦野工区）道路整備工事

請負契約額 円

【工事概要】

整備延長　L=38m

会計年度内訳

・令和3年度実績 円 （前金払い）

・令和4年度実績（繰越） 円 （完成払い）

円

○令和3年度　祖納部落内線（浦野工区）分筆測量業務委託

請負契約額 円

【業務概要】

分筆測量業務　一式

会計年度内訳

・令和4年度実績（繰越） 円

円

令和４年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 祖納部落内線道路改良事業 作成者名 崎原　用孝

2,847,000

土木費

施 策 名 循環と共生のまち 道路橋梁費

事 項 名 道路・交通ネットワークの整備 道路改良費

課 名 まちづくり課 課長名 小島　重喜 予

算

科

目

事
業
の
成
果

　本道路を整備することにより、車両及び通行者に快適な交通の確保ができた。

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

車両及び通行者。 道路拡幅及び歩道の設置を行う。

　町道祖納部落内線は、県道２１６号線を起点とし祖納部落内を周回し起点と同じ県道２１６号線を

終点とする路線である。部落内線沿いには島内に数少ない商店や民宿、小中学校があり通学路、主

要道路として使用されており現在は片側１車線であるが歩道が設置されておらず、登下校時には児

童生徒が安心して通学できない状態である。また、小中学校が災害時の避難場所に指定されてお

り、緊急避難への道路と利用されることから、地域住民からの道路拡幅、歩道設置の強い要望があ

る。

事
　
　
　
業
　
　
　
の
　
　
　
実
　
　
　
施
　
　
　
内
　
　
　
容

13,274,800

5,280,000

7,994,800

13,274,800

2,847,000

2,847,000

-1,678

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

11,070 10,842 12,520
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単位：千円

款 番号 8

項 番号 2

目 番号 2

≪繰越≫

○サンニヌ台線外道路防護柵整備工事（Ｒ３繰）

請負契約額 円

【工事概要】

道路防護柵設置工

・サンニヌ台線 m

・ティンダハナ線 m

・祖納31号線 m

・久部良7号線 m

・東崎線 m

m

令和４年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 危険道路改修対策事業 作成者名 崎原　用孝

土木費

施 策 名 循環と共生のまち 道路橋梁費

事 項 名 道路・交通ネットワークの整備 道路維持修繕費

課 名 まちづくり課 課長名 小島　重喜 予

算

科

目

【事業概要】

　車両及び通行者の安全のために、町道に設置された経年劣化等による腐食が著しい道路防護柵

等の更新を行う。

事
　
　
　
業
　
　
　
の
　
　
　
実
　
　
　
施
　
　
　
内
　
　
　
容

8,113,600

99

184

60

16

5

363

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

車両及び通行者。 道路及び構造物等の改修、設置を行う。

8,114 8,114

事
業
の
成
果

　本道路を整備することにより、車両及び通行者に快適な交通の確保ができた。

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

8,114
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単位：千円

款 番号 8

項 番号 2

目 番号 3

○令和4年度　橋梁長寿命化修繕計画調査策定委託業務

請負契約額 円

【業務概要】

橋梁点検調査（１６箇所）

長寿命化計画策定

令和４年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 道路橋梁長寿命化対策事業 作成者名 崎原　用孝

土木費

施 策 名 循環と共生のまち 道路橋梁費

事 項 名 道路・交通ネットワークの整備 道路改良費

課 名 まちづくり課 課長名 小島　重喜 予

算

科

目

事
業
の
成
果

　本道路を整備することにより、車両及び通行者に快適な交通の確保ができた。

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

車両及び通行者。 道路橋梁の修繕、架替えを行う。

事業概要

　与那国町が管理する道路橋（一部の函渠も含む。）について、長寿命化対策を実施するため、定期

点検を実施し、予防的な修繕及び架替えを図り、道路橋の安全性・信頼性を確保するため長寿命化

計画を策定するものである。

事
　
　
　
業
　
　
　
の
　
　
　
実
　
　
　
施
　
　
　
内
　
　
　
容

5,401,000

1,081

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

5,410 5,401 4,320
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単位：千円

款 番号 8

項 番号 2

目 番号 3

令和3年度　樽舞1号線外2道路改良整備工事

１．事業概要

２．事業費説明

令和３年度補助事業費 94,614千円

内 令和3年度実績分 千円

令和4年度実績分 千円

３．令和3年度の工事内容

　①樽舞1号線外2道路改良整備工事

整備延長　L＝２５０ｍ 舗装工・付帯工・撤去工・排水工等　一式

令和4年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 樽舞1号線外2道路改良事業（繰越） 作成者名 入池原正宗

土木費

施 策 名 循環と共生のまち 道路橋梁費

事 項 名 道路・交通ネットワークの整備 道路改良費

課 名 まちづくり課 課長名 小島　重喜 予

算

科

目

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

地方債

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

　町民及び観光客。
　道路改良工事で道路の拡幅及び歩道設置を実施
し、住民及び観光客の生活環境の改善や歩行者の安
全確保を図る。

事
業
の
成
果

　当年度工事において、一部の道路整備が完了した。
　引き続き、整備工事を実施して、車両通行及び歩行者に快適で安全な交通の確保を図る。

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 その他 一般財源

98,865 94,614 75,690 16,600 2,324

1,669

92,945

　（内 交付金 75,690千円　市町村負担金 18,924千円）

　当該道路は地域住民及び観光客が生活道路及び観光道路として利活用されているが、隣接
している与那国駐屯地の運用により自衛隊大型車両が通行するため、幅員が狭く、離合困難や
歩行者等に危険が生じている。そのため、本道路を拡幅整備及び歩道設置をすることで、地域
住民の生活環境の改善や離合困難の解消及び歩行者の安全確保を図るものとする。
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単位：千円

款 番号 4

項 番号 1

目 番号 3

○使用済自動車リサイクル離島対策事業

【支援実績】

・使用済自動車 件

・令和4年度実績 円

令和４年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 使用済自動車リサイクル離島対策事業 作成者名 崎原　用孝

衛生費

施 策 名 循環と共生のまち 保険衛生費

事 項 名 ゴミの減量・リサイクルの推進 環境衛生費

課 名 まちづくり課 課長名 小島　重喜 予

算

科

目

　離島では、本土と比較し使用済自動車等を処理するために、排出者に海上輸送費等の負担が生じ

ることから、不法投棄が発生しやすい環境にあります。

そのため、離島で発生した使用済自動車等について自動車リサイクル法に基づき処理される場合に

生じた海上輸送費を支援する事業です。

事
　
　
　
業
　
　
　
の
　
　
　
実
　
　
　
施
　
　
　
内
　
　
　
容

408,000

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

使用済自動車をリサイクルに供するために海
上輸送をする。

使用済自動車に係る海上輸送費を補助すること
で、排出者負担を軽減しリサイクルに努め循環と
共生のまちづくりに資する。

17

決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金

事
業
の
成
果

　使用済自動車に係る海上輸送費を補助することで、排出者の負担を軽減しリサイクルに努め
循環と共生のまちづくりに資することができた。

1,040 408 189

県支出金 地方債 その他 一般財源

219

予算執行
状況

予算額 決算額
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単位：千円

款 番号 4

項 番号 2

目 番号 1

○廃家電4品目リサイクル離島対策事業

【支援実績】

・テレビ 件

・冷蔵庫、冷凍庫 件

・洗濯機、乾燥機 件

・エアコン 件

・計 件

・令和4年度実績 円

令和４年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 廃家電4品目リサイクル離島対策事業 作成者名 崎原　用孝

48

38

衛生費

施 策 名 循環と共生のまち 清掃費

事 項 名 ゴミの減量・リサイクルの推進 清掃総務費

課 名 まちづくり課 課長名 小島　重喜 予

算

科

目

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

廃家電4品目をリサイクルに供するために海
上輸送をする。

廃家電4品目に係る海上輸送費を補助すること
で、排出者負担を軽減しリサイクルに努め循環と
共生のまちづくりに資する。

　離島では、本土と比較し廃家電4品目を処理するために、排出者に海上輸送費等の負担が生じる

ことから、不法投棄が発生しやすい環境にあります。

そのため、離島で発生した廃家電4品目について家電リサイクル法に基づき処理される場合に生じ

た海上輸送費を支援する事業です。

事
　
　
　
業
　
　
　
の
　
　
　
実
　
　
　
施
　
　
　
内
　
　
　
容

76

69

231

2,301,101

2,260 41

事
業
の
成
果

　廃家電4品目に係る海上輸送費を補助することで、排出者の負担を軽減しリサイクルに努め循
環と共生のまちづくりに資することができた。

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

2,500 2,301

報告書 - 48



単位：千円

款 番号 9

項 番号 1

目 番号 1

令和4年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 非常備消防費 作成者名 田島政之

消防費

施 策 名 海を守り、支えるまち 消防費

事 項 名 防災予防活動 非常備消防費

課 名 総務課 課長名 上地常夫 予

算

科

目

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

事
業
の
成
果

遠隔監視により、機器の状態も把握でき、使用後のパット交換も迅速にできるようになった。

事
業
の
目
的

町民の安心 安心して暮らせるような環境づくり

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

AEDリース
公共施設へのAED設置遠隔監視付き

（町内11か所へ設置）

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

1,037 1,036 1,036
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単位：千円

款 番号 9

項 番号 1

目 番号 1

修繕1,248千円+新規設置479千円＝1,727千円

令和4年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 災害対策事業 作成者名 田島政之

総務費

施 策 名 海を守り、支えるまち 消防費

事 項 名 災害対策事業 非常備消防費

課 名 総務課 課長名 村本浩利 予

算

科

目

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

主
に
街
灯
の
整
備

その他

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

町民の安全啓蒙 安全に暮らせるように整備等をする。

街灯新規設置　　　　　
　　　　　（4ヶ所）

街灯の修繕　　　　　
（10ヶ所）

蛍光灯や水銀灯などは電気料が高く
部品等の確保も厳しいため。電気料金
が安く、長期的なコストを考えて、ＬＥＤ
へと切り替えている。

点滅・球切れ・漏電等の修繕

一般財源

1,727

事
業
の
成
果

集落内の街灯を徐々にLEDに切り替えているので、電気代のコストを少しづつ抑えられてきている。また、
道路環境の改善にも繋がっている。

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債

1,730 1,727
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単位：千円

款 番号 7

項 番号 1

目 番号 3

R4年度補助金交付申請　　R4.8.10

R4年度補助金交付決定通知　　R4.8.1６

R4年度補助金交付変更申請　　R4.１１.1１

R4年度補助金交付変更決定通知　　R4.１２.1１

R4年度補助金実績報告　　R５.３.３１

R4年度補助金交付確定通知　　R５.３.３１

（金額：円）

入館者数 入館料 入館者数 入館料 入館者数 入館料

R4 .4 R4 .10

R4 .5 R4 .11

R4 .6 R4 .12

R4 .7 R5 .1

R4 .8 R5 .2

R4 .9 R5 .3

令和4年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 与那国島歴史文化交流資料館事業 作成者名 田島忠幸

商工費

施 策 名 その他：経常的な業務等を主とする事業 商工費

事 項 名 与那国島の伝統文化の継承 観光費

課 名 企画財政課 課長名 田島忠幸 予

算

科

目

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容
180 26,300 64 26,000

16,100 192 29,200

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

指定管理者（一般社団法人与那国フォーラム）へ
運営補助としての補助金。また、諮問機関である
運営協議会の運営。

観光型施設（DiDi与那国交流館）を活用し、伝統文
化と観光を連携した取り組みにより観光産業振興促
進に繋げるとともに、文化や教育などの伝統継承への
意識向上も併せて促進させる。

合計 1,875 294,400

187 27,900 193 26,000

21,165

111 17,300 176 24,100

226 30,300 136 23,200

97

157 25,400 156 22,600

事
業
の
成
果

コロナの終息により来館者数は徐々に回復しているが、魅力ある展示物の提供や体験プログラムの充実
が不足しているため、収益が伸びていない状況である。伝統文化の継承や保存などの面では、積極的に
取組めているが、観光産業の活性化への連携が弱いため、観光客来館者数増や、その他の収益を上げ
取り組みを強化し補助金の減額に引き続き努めていきたい。

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

21,310 21,165

与那国町

21,122 千円

役務費

43千円

保険料（建物）

42千円

負担金、補助金

2１,１２２千円

一般社団法人与那国フォーラム

2１,１２２千円

事業費の状況

DiDi与那国交流館利用実績

報告書 - 51



単位：千円

款 番号 10

項 番号 5

目 番号 3

① 与那国方言辞典編集委員会（委員7名）の開催

・月1回の計12回開催し、収集語彙と例文の作成・精査

② どぅなんむぬい検定小委員会（委員3名）の開催

・どぅなんむぬい検定で使用する8級単語帳の作成

③ 方言大会への派遣

被派遣者：田頭一（与那国小学校1年）

演題：ちむんき　すみぶさん　どぅなんむに（心に染めたい　与那国のことば

令和4年9月『スマムニ大会』八重山地区大会（出場者11組12人）

令和5年1月『第27回しまくとぅば語やびら大会』（出場者16組19人）

⑤ 学校及び地域への講師派遣

⑥

・すんがに歌`くい遊び（令和5年2月5日、12日開催。受講者計67名）

・すんがに歌き遊び（令和5年2月26日開催、来場者約80名）

令和4年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 与那国方言保存継承支援事業 作成者名 村松稔

事
業
の
成
果

継続的な取り組みの成果として、学校や地域行事での積極的な方言の使用が定着しつつある。それを踏
まえて、より高度な方言表現を身につけるための講座の開催が学校や地域から求められるようになってき
ている。指導者のスキルアップも年々認められることから、より積極的に方言普及活動を推進し、方言復興
に努めていく。

教育費

施 策 名 伝統文化に支えられた自治と自律のまち 社会教育費

事 項 名 与那国島の伝統文化の継承 文化財保護費

課 名 教育委員会教育課 課長名 高木　健一郎 予

算

科

目

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

・与那国中学校郷土学習 与那国語コース

・朝の読み聞かせ（比川小学校、与那国小学校）

・学芸会等の指導（比川小学校、与那国諸学校、久部良小学校）

講座・イベントの開催

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

ユネスコが認定する消滅危機言語である与那国
方言の復興を目指し、学習に必要な辞典の編纂、
講座開催等による学習機会の創出、世代間の交
流促進など、積極的な取り組みを展開する。

与那国方言は文化の根幹であり、伝統文化に支えら
れた魅力あふれる島づくりを推進するためには、次世
代への継承が必須である。事業を通して、行事や家庭
などの日常で、方言を使用し、聞こえてくる島を取り戻
す。

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

6,369 6,082 6,082
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単位：千円

款 番号 10

項 番号 6

目 番号 1

文化庁の補助事業を活用し、与那国町の直営事業として実施した。

島仲遺跡発掘調査支援業務委託

・試掘調査成果簿

・オルソ図面

・調査データ

令和4年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 島仲村跡遺跡発掘調査支援業務委託事業 作成者名 成瀬 満紀人

教育費

施 策 名 その他：その他 保健体育費

事 項 名 保健体育総務費

課 名 教育委員会教育課 課長名 高木 健一郎 予

算

科

目

意図（どういう状態にしたいのか）

開発が予定されている埋蔵文化財の発掘調査
(島仲村遺跡)

遺跡の範囲と性格を把握するために必要な試掘・確
認調査を実施し、開発との調整及び記録・保存に必
要な資料作成に備える。

事
業
の
成
果

令和４年は、試掘個所を36箇所・確認調査を２箇所行った。次年度は試掘個所を55箇所・確認調査を2
箇所で予定している。

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を）

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

34,725 23,332 17,377 0 0 0 5,955
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単位：千円

款 番号 2

項 番号 1

目 番号 7

令和4年度実績

寄附件数　　　　　 件

寄付金額 円

令和4年度ふるさと納税推進

ふるさと納税お礼の品購入費 円

旅費 円

印刷製本費 円

通信運搬費 円

広告料 円

手数料 円

委託料（保守） 円

委託料（支援） 円

令和4年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 ふるさと寄附（納税）対策事業 作成者名 津村　伸之

事
　
　
　
業
　
　
　
の
　
　
　
実
　
　
　
施
　
　
　
内
　
　
　
容

　与那国町へ寄附（ふるさと納税）を全国から募るため、また、与那国島の特産品をPRするため
返礼品を充実した。　また、より多くの方に寄附していただけるようポータルサイト与那国島一周
マラソン大会参加者や離島フェアでも配布し同事業をPRした。

438,007

総務費

施 策 名 伝統文化に支えられた自治と自律のまち 総務管理費

事 項 名 自主財源の確保 企画費

課 名 企画財政課 課長名 田島　忠幸 予

算

科

目

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

全国の寄付者、町内事業者
寄付金の増加及び与那国町の特産品を全国にPRし地域

の活性化を図る。

4,223

0

3,051,555

222,378

396,000

98

12,326,165

21,200

18,700

74,340

事
業
の
成
果

ふるさと納税ポータルサイトのレイアウトを寄附申込者が見やすいように工夫した。

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他

7,450 4,223

一般財源
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単位：千円

款 番号 2

項 番号 1

目 番号 2

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

1,816 1,797 1,797

意図（どういう状態にしたいのか）

町民など
・祭事、行事などの活動状況を町民に広く知らせる
・町行政情報を発信し情報共有を図る。

事
業
の
成
果

移住者にも与那国島を知ってもらえるよう、公民館行事などの活動も掲載した。また、
文面、写真の選定に心がけ、行政側からの情報発信に取り組んだ。

事
　
　
　
業
　
　
　
の
　
　
　
実
　
　
　
施
　
　
　
内
　
　
　
容

●広報よなぐに
１1０号、１1１号、１1２号、１1３号の発行　　　　　令和５年度カレンダーの政策
印刷製本費（広報誌）　　  　794,200円
印刷製本費（カレンダー）　  781,000円
手数料（配布）　　  　　　　221,200円
　見やすく、興味をもってもらえるよう写真を多く使用し、イベント情報や町民への募集事項を広
報誌に掲載し事前に周知できるようにした。

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を）

総務費

施 策 名 その他：その他 総務管理費

事 項 名 経済的な業務等を主とする事業 文書広報費

課 名 企画財政課 課長名 田島　忠幸 予

算

科

目

令和4年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 広報誌発行 作成者名 津村　伸之
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単位：千円

款 番号 02

項 番号 01

目 番号 14

庁内Mailサーバー

⑴受信赤色 ① インターネット→県SC Mailサーバ→庁内Mailサーバ

② 庁内Mailサーバ→無害化ASP

③ 庁内Mailサーバ→庁内Mailサーバ(バックアップ)

⑵送信青色 LGWANあて ① LGWANサーバ→LGWAN-ASPメールサーバ

インターネットあて ② LGWANサーバ→県SC Mailサーバ

令和4年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 テレワーク環境整備事業委託業務 作成者名 屋比久貴登

総務費

施 策 名 その他：その他 総務管理費

事 項 名 新型コロウイルス感染症対策 新型コロナウイルス感染症対応

地方創生臨時交付金

課 名 企画財政課 課長名 田島忠幸 予

算

科

目

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

与那国町役場職員の業務で使用する、パソコン
の環境をテレワークに対応した整備事業。

自治体ネットワークを強靭化するために行われた三層
分離について、業務の効率性と利便性を向上させたう
えで、新型コロナウイルスに対応したテレワーク環境の
整備を実施。具体的には、インターネット系ネットワーク
と、LGWAN系ネットワークの統合。

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

与那国町ネットワーク環境構築図（更改）

LGWAN 無害化ASP インターネット

県SC

ルーター

Mailサーバー

FW

FW

L2 L3 庁内メールサーバー

バックアップ

LGWANサーバー

事
業
の
成
果

インターネット系ネットワークとLGWAN系ネットワークの統合に伴い、使用するメール、パソコン端末の一
元化。それに付随して、LG端末でのインターネットの利用が可能になった。インターネット系パソコンの購
入に充てていた予算の削減。

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

50,000 49,940 49,940
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単位：千円

款 番号 2

項 番号 1

目 番号 1

令和4年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 令和首里城復興イベント与那国フェスティバル 作成者名 小原　真菜

総務費

施 策 名 その他：その他 総務管理費

事 項 名 令和首里城復興イベント 一般管理費

課 名 総務課 課長名 村本　浩利 予

算

科

目

意図（どういう状態にしたいのか）

町民及び観光客等

令和4年度から首里城正殿の整備復元工事に着工す
ることから、平成の復元時に行われた故事である「木
曳式（こびしき）」に倣い、沖縄県の関係機関と連携し
たイベントを与那国町でも開催することで、首里城復
興の気運を高める。

事
業
の
成
果

首里城正殿の整備復元工事に使用される与那国町のフルシへの祈願及び沖縄県の関係機関と連携し
たイベントを与那国町で開催することで、首里城復興の気運を高めることができた。

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を）

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

664 444 444

令和首里城復興イベント与那国フェスティバル 

日 時 令和５年２月２５日（土） 午前１０時～１２時 

場 所 久部良多目的集会施設 

司 会 与那国町総務課 村本 浩利 

 

【 式  次  第 】 

 

１ 安全祈願                  誓願寺 谷口 住職      

２ 主催者あいさつ                与那国町長 糸数 健一    

３ 与那国町議会議長あいさつ           与那国町議会議長 崎元 俊男 

４ 祝辞                      沖縄県知事 玉城 康裕    

５  来賓あいさつ                        内閣府沖縄総合事務局     

                                         首里城復元整備推進室長   

                       大石 智宏         

                           与那国民俗芸能伝承保存会   

                       会長 﨑原 孫吉     

６ フルシお披露目                           

７ 共催者あいさつ               与那国町教育委員会 

教育長 田原 伊明    

８ 伝統芸能披露             （１）座ならし（自治公民館） 

（２）とぐる岳節（宮良康正） 

（３）木遣唄、踊り（自治公民館） 

（４）旅果報節（宮良康正）独唱 

（５）嘉例吉節（  〃  ）独唱

９ 式典終了宣言                    与那国町自治公民館連絡協議会 

                               会長 松田 晃源 
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単位：千円

款 番号 2

項 番号 1

目 番号 7

事業名：第５次与那国町総合計画策定支援業務

事業全体スケジュール

（禍年度実績）

R２：第５次総合計画検討業務委託（委託）　単費

＊第４次総合計画の振り返りと評価、改定に向けた前提条件等の調査

期間R2.12.28～R3.7.31　契約額10,966千円

R３：第５次与那国町総合計画策定支援業（委託）　単費

＊第５次総合計画策定のため、庁内体制の構築、策定委員会の設置等実施

期間R4.2.4～R4.8.31　契約額10,167千円

（今年度実績）

Ｒ４：第５次与那国町総合計画策定支援業（委託）　単費

＊令和２、３年度までの業務を取り纏め第５次総合計画の素案を完成

成果品「第5次与那国町総合計画書（素案）」

成果品「第５次総合計画策定支援業務（報告書）」

履行期間　　Ｒ４．９．６　-　Ｒ５．３．３１

契約額　　￥５，１７０千円

受託業者　㈲田辺コンサルタント・グループ

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

令和4年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 第５次与那国町総合計画策定支援業務 作成者名 田島忠幸

総務費

施 策 名 その他：その他 総務管理費

事 項 名 その他 企画費

課 名 企画財政課 課長名 田島忠幸 予

算

科

目

5,170

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

5,170

第４次与那国町総合計画（平成２３年度～令和４
年度※２年延長）を改定するため、第５次与那国
町総合計画策定支援業務により、第５次与那国
町総合計画策定する。

第５次与那国町総合計画は、令和１７年度（２０３５）を
展望して与那国町が目指す将来像を掲げ、それを実
現するための、本町の最上位計画であることから、こ
れまでの策定方法を見直し、全ての町民の意思を反
映させた計画となるよう実施する。

事
業
の
成
果

今回の策手においては、町民や事業者、関係団体など地域の意見を反映させることは勿論、町役場職員
自身がしっかりと計画策定に関わり、自分たちの計画として認識できることを意識して取り組んだことで、
自分が行っている業務が第５次与那国町総合計画の“どの分野”のどの“基本計画”のどの“基本目標”
に位置しているのかを把握することが出来、把握できることで目的を意識した状況で業務に取り組むこと
が出来るようになった。

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

5,170
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